
東海地震 そのときあなたは
（2010年バンタム級新人王 柘植選手凱旋試合・県武道館）
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１
９
７
６
年
８
月
、
静
岡
県
を

中
心
と
す
る
東
海
地
域
で
は
「
Ｍ

8.0
ク
ラ
ス
の
大
地
震
が
い
つ
発
生

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
」
と
い

う
東
海
地
震
説
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
発
表
か
ら
30
年
以
上
が

経
過
。
今
だ
に
、
東
海
地
震
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
東
海
地
震

の
震
源
域
と
さ
れ
る
駿
河
湾
沖
で

は
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
確
実

に
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
月
１

日
に
発
生
し
た
駿
河
湾
を
震
源
と

す
る
地
震
で
は
、
こ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後

30
年
以
内
に
東
海
地
震
が
発
生 

す
る
確
率
は
、
実
に
87
％
。
今
、
発 

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
の
で
す
。

　

東
海
地
震
が
発
生
す
る
と
、
県

内
の
ほ
ぼ
全
域
で
震
度
６
弱
以
上

（
Ｍ
8.0
程
度)

の
揺
れ
が
約
１
～
２

分
間
続
き
ま
す
。
死
者
５
９
０
０

人
、
建
物
大
破
19
万
棟
に
及
ぶ
被

害
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
震
度
は
、
藤
枝
市
全
体

の
面
積
に
対
し
て
震
度
７
が
４
％
、

震
度
６
強
が
14
％
、
震
度
６
弱
が

82
％
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
の
第
3
次
地
震
被
害
想
定
に

よ
れ
ば
、
市
内
の
人
的
被
害
の
発

生
原
因
と
し
て
、
建
物
の
倒
壊
や

家
具
の
転
倒
な
ど
で
約
４
５
０
０

人
も
の
死
傷
者
が
発
生
す
る
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
数
字
は
み
な
さ
ん
の
対
策
次

第
で
は
、
軽

減
で
き
る
数

字
な
の
で
す
。

ま
ず
は
、
こ

の
数
字
を
意

識
し
、
地
震

の
対
策
を
考

え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、

大
津
波
に
よ
り
、
そ
の
被
害
が
拡

大
し
ま
し
た
。
津
波
に
恐
怖
を
感

じ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
内
の
標
高
は
左
図
で

示
し
た
と
お
り
、
海
岸
か
ら
わ
ず

か
の
距
離
で
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
河
川
も
急
勾

配
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
市
内
の

津
波
の
被
害
の
可
能
性
は
低
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
資
料
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
河
川
課

の
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

３
月
11
日
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
を
震
源
と
す
る
国
内
観
測
史
上
最
大

の
Ｍ

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド9.0

の
巨
大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
市
内
で
も
震
度
４
を
観
測
し

た
こ
の
大
震
災
に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明
者
数
は
２
万
人
以
上
。
国
内

最
悪
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
８
月
１
日
に
は
駿
河
湾
を
震
源
と
す

る
Ｍ
6.1
、
最
大
震
度
５
弱
の
地
震
が
発
生
。
市
内
も
震
度
４
の
揺
れ
に

襲
わ
れ
ま
し
た
。
静
岡
県
で
は
Ｍ
8.0
の
東
海
地
震
の
発
生
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
海
地
震
と
東
南
海
・
南
海
地
震
が
同
時
に
発
生

し
た
場
合
に
は
、
Ｍ
8.7
ク
ラ
ス
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
海
地
震
が
今
、
突
然
発
生
し
た
ら
…
。
日
ご
ろ
の
防
災
対
策
を
再
確

認
し
ま
し
ょ
う
。問危

機
管
理
課　

☎
６
４
３
・
３
１
１
１　

内
線
３
８
２

東
海
地
震
の
発
生
率
87
％

東
海
地
震
の
被
害
想
定

規模 Ｍ8.0程度・震度６弱以上

人的
被害

死者 ２７１人
計
４, ４９９人重傷者 ７１０人

中等傷者 ３, ５１８人

建物
被害

大破 ７, ５１８棟
計
３５, ７１４棟中破 １４, ６１０棟

一部損壊 １３, ５８６棟

火災 ８１４棟 -

■市内の東海地震の被害想定（第３次地震被害想定）

■市内の震度予想

震度７
4％

震度６強
14％

震度６弱
82％

東
海
地
震

そ
の
と
き
あ
な
た
は

特
集

■市内の標高調査図

岡部支所

藤枝市役所 焼津市役所

東
名

高
速

道
路

国道150号

東海道本線
国道１号

国道１号バイパス

標高５ｍ以下
標高５ｍ～７ｍ
標高７ｍ～10ｍ
標高10ｍ～15ｍ
標高15ｍ～20ｍ

藤
　
枝
　
市

東海道新幹線

朝比奈川

葉梨川

瀬戸川

栃山川

東海地震の被害想定
　東日本大震災の被害を目の当たりにし、８月１日の地震を体
験した今、東海地震への不安が高まっていると思います。まず
は起こりうる東海地震の規模や被害想定を確認してみましょう。
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防
災
対
策
と
い
う
と
、
食
料
・

水
・
薬
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
非
常
持

出
品
を
準
備
す
る
な
ど
、
地
震
が

発
生
し
た
後
の
対
策
を
考
え
る
人

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
地

震
発
生
後
の
対
策
も
大
変
重
要
で

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
準
備
品

は
、
大
地
震
が
発
生
し
、
命
が
助

か
っ
て
か
ら
使
用
す
る
も
の
で
す
。

防
災
対
策
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

「
大
地
震
か
ら
自
分
と
家
族
の
命

を
守
る
」
た
め
の
対
策
で
す
。
大

地
震
が
発
生
し
て
も
生
き
残
る
た

め
の
対
策
を
、
何
よ
り
先
に
や
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
住
宅
の
安
全
性
向
上

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
亡

く
な
っ
た
人
の
８
割
以
上
が
建
物

の
倒
壊
に
よ
る
窒
息
死
・
圧
死
で

し
た
。
一
方
、
新
潟
県
中
越
沖
地

震
で
は
、
豪
雪
地
帯
特
有
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
土
台
に
、
窓
が
小

さ
く
、
壁
が
多
く
、
屋
根
が
軽
い

と
い
う
住
宅
が
多
か
っ
た
た
め
、

建
物
の
倒
壊
で
亡
く
な
っ
た
人
は

11
人
の
み
で
し
た
。
建
物
が
倒
壊

す
る
か
、
し
な
い
か
は
命
を
守
る

上
で
決
定
的
な
違
い
を
も
た
ら
し

ま
す
。

　

本
年
度
に
限
り
、
県
で
は
、
耐

震
補
強
と
同
時
に
、
静
岡
県
産
の

木
材
を
利
用
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
に
対
し
て
、
１
戸
当
た
り
20
万

円
を
上
限
に
補
助
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
し
ず
お
か
優
良
木
材

認
定
審
査
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
☎
６
６
７
・
１
２
４
５

②
家
具
の
転
倒
防
止
対
策

　

建
物
の
安
全
性
が
確
保
で
き
て

も
、
地
震
の
揺
れ
で
家
具
が
転
倒

し
た
り
、
照
明
器
具
が
落
下
し
た

り
し
て
死
傷
者
が
続
出
し
ま
す
。

転
倒
・
落
下
防
止
策
を
行
う
だ
け

で
、
こ
れ
ら
の
被
害
を
軽
減
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
身
の
回
り
の

も
の
が
、
地
震
の
際
に
凶
器
と
な

ら
な
い
よ
う
に
、
対
策
を
講
じ
ま

し
ょ
う
。

③
部
屋
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
　

　
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
最
初

の
行
動
が
生
死
を
分
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
身
の
安
全
を

守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
家
族
が

集
ま
る
場
所
や
寝
室
な
ど
、
家
具

や
電
化
製
品
の
配
置
を
工
夫
し
、

逃
げ
場
と
な
る
安
全
な
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

大
地
震
が
発
生
す
る
と
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
な
ど
は
使
用
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
日
常
当
た
り

ま
ず
は
生
き
残
る
こ
と

ど
の
準
備
も
忘
れ
ず
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
お
風
呂
の
水
は
残
し
て

お
く
こ
と
で
、
地
震
で
火
災
が
発

生
し
た
時
の
消
火
用
水
と
し
て
も

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
地
震
に
よ
る
強
い
揺
れ
が
始

ま
る
数
秒
～
数
十
秒
前
に
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る

緊
急
地
震
速
報
。
８
月
１
日
の
地

震
発
生
時
に
も
放
送
さ
れ
、
認
知

度
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

緊
急
地
震
速
報
は
、
大
地
震
の

初
期
微
動
を
震
源
に
近
い
地
震
計

で
感
知
し
、
直
ち
に
震
度
や
地
震

の
規
模
、
各
地
の
震
度
を
推
定
し
、

大
き
な
揺
れ
が
迫
っ
て
い
る
こ
と

を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。
震

度
５
弱
以
上
の
強
い
揺
れ
を
伴
う

と
推
定
さ
れ
た
と
き
に
同
報
無
線

に
よ
り
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
を
予

知
す
る
も
の
で
は
な
く
、
発
生
し

て
い
る
大
地
震
の
情
報
を
伝
え
る

も
の
で
す
。
情
報
の
提
供
か
ら
大

き
な
揺
れ
が
始
ま
る
ま
で
の
時
間

は
数
秒
か
ら
、
長
い
場
合
で
も
数

十
秒
。
震
源
に
近
い
地
域
で
は
、

情
報
の
発
表
が
大
き
な
揺
れ
の
到

達
に
間
に
合
わ
な
い
な
ど
技
術
的

な
限
界
が
あ
り
ま
す
。

前
に
使
用
し
て
い
る
も
の
が
、
突

然
使
え
な
く
な
る
と
、
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
で
生
活
に
支
障
が
出
て
き

ま
す
。
特
に
困
る
の
が
水
の
供
給

が
な
く
な
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち

は
「
水
を
飲
ま
な
け
れ
ば
生
き
て

い
け
な
い
」「
食
べ
な
け
れ
ば
生

き
て
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
、

飲
料
水
を
備
蓄
し
、
非
常
食
を
確

保
す
る
こ
と
は
意
識
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
飲
み
食
い
を

す
れ
ば
ト
イ
レ
に
行
き

た
く
な
る
の
は
、
自
然

の
摂
理
、
避
け
ら
れ
な

い
こ
と
で
す
。
水
洗
ト

イ
レ
が
主
流
と
な
っ
た

現
在
、
断
水
時
の
ト
イ

レ
対
策
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
対
応
策
を
考
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
は
、
お

風
呂
の
水
を
捨
て
ず
に

常
に
残
し
て
お
く
方
法

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

お
風
呂
の
残
り
水
の
平

均
量
を
約
２
５
０
リ
ッ

ト
ル
と
考
え
る
と
、
ト

イ
レ
の
み
に
使
用
し
て

も
約
25
回
分
、
4
人
家

族
な
ら
１
日
程
度
で
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

水
の
い
ら
な
い
携
帯
ト

イ
レ
や
簡
易
ト
イ
レ
な

　市では、市が委託した藤枝建築事業協同組合・
岡部町大工組合が、家具の転倒防止器具を無料で
取り付けるサービスを実施しています。これは、
東海地震に備え、家具の移動や転倒による圧死や
負傷などの人的被害を軽減するために行っている
ものです。
対象／申請する時に満65歳以上の人で構成されて
いる世帯、または、下記のいずれかに該当する
人がいる世帯

１．身体障害者手帳の１級または２級の交付を受
けている人

２．療育手帳の交付を受けている人
３．精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人
４．介護保険法に基づく要介護に該当する人
５．未就学児がいる母子家庭
※補助は１世帯１回限り。いままでに補助を受け

忘
れ
が
ち
な
ト
イ
レ
対
策

緊
急
地
震
速
報

65歳以上世帯などに家具の転倒防止器具の無料取り付けサービス実施中

　市内には、地震や集中豪雨などの災害が発生したとき、自力
で避難するのが困難な人たちがいます。このような要援護者を
支援するためには、地域にどのような人が住んでいて、どのよ
うな手助けを必要としているのかを事前に把握しておく必要が
あります。また、要援護者にとっても、支援が必要であること
を地域のみなさんに理解してもらう必要があります。
　市では、各自主防災会に「災害時要援護者登録台帳」の作成
を依頼しています。要援護者一人一人に対し、支援する人や支
援の方法などを事前に決めておき、災害に備えたいと考えてい
ます。特に、災害発生直後の要援護者の救出・避難誘導には、
地域のみなさんの力が必要不可欠です。
対象／高齢者・障害のある人・乳幼児・妊産婦・傷病者・外国
人など、災害発生時に情報の把握や手助けが必要な人
登録内容／住所・氏名・生年月日・電話番号・身体状況・緊急
連絡先など
登録先／お住まいの地区の自主防災会長または民生委員へ

災害時要援護者台帳への登録を

た世帯は対象になりません。
補助の対象となる家具／和ダンス、洋服ダンス、
食器棚、テーブル、本棚　

※一世帯当たり３台まで。４台目以降は、個別契
約となり自己負担となります。

委託先／藤枝建築事業協同組合、岡部町大工組合
申し込み／危機管理課、各市立公民館に備え付け
の申請書に必要事項を記入し、危機管理課へ

※申請書は、市ホームページからダウンロードで
きます。

問社会福祉課　内線658

地域の人たち
自治会・自主防災会・民生委員・地域支援者など

要援護者台帳登録者

自助
～できることは自分で～

共助
～地域で支え合おう～

自分でできる防災対
策に努めましょう。

日ごろから住民同士のつ
ながりを深めましょう。

災害時
の支援 情報提供

まず自分と家族の命を守る
　防災対策というと、食料や水などの非常持出品を考えが
ちです。これらは生き残ってから必要になるものです。ま
ずは、自分と家族の命を守るための準備が大切です。
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昔
か
ら
お
茶
屋
さ
ん
が
多
い

木
町
で
は
、
自
営
業
の
人

た
ち
が
多
い
こ
と
か
ら
、
消
防
団

だ
け
で
な
く
、
昼
間
の
地
域
を
守

る
自
衛
団
を
結
成
し
て
い
ま
す
。

木
町
自
衛
団
の
歴
史
は
古
く
、
誕

生
か
ら
１
０
０
年
程
経
つ
そ
う
で

す
。
現
在
50
歳
を
過
ぎ
る
と
自
衛

団
の
Ｏ
Ｂ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
Ｏ

Ｂ
が
経
験
を
生
か
し
、
自
治
会
の

中
で
地
域
防
災
指
導
員
と
し
て
、

毎
月
、
防
災
の
会
合
や
防
災
器
具

の
点
検
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま

え
、
地
域
で
は
、
今
ま
で
の
訓
練

内
容
を
再
確
認
し
、「
第
一
次
避

難
所
に
行
く
前
に
、
組
単
位
で
集

ま
る
場
所
を
決
め
、
安
否
確
認
を

す
る
」
な
ど
、
多
く
の
案
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
具

体
的
に
、
実
状
に
合
っ
た
訓
練
を

し
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
が
重

機
の
調
達
。
木
町
に
は
建
設
会
社

が
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
が
起
き
て
、

家
屋
が
崩
壊
し
て
も
重
機
が
あ
れ

ば
す
ぐ
に
対
応
で
き
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
時
に
重
機
を
ど
こ
で
借
り

る
か
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
内
容

を
地
域
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

木
町
は
、
昔
か
ら
隣
近
所
の
繋

が
り
が
強
く
、
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ

に
集
ま
り
、
み
ん
な
で
協
力
し
助

け
合
え
る
地
域
で
す
。
集
ま
っ
た

メ
ン
バ
ー
を
見
て
、
誰
が
い
な
い

か
が
す
ぐ
に
わ
か
る
ほ
ど
で
す
。

こ
の
団
結
力
は
、
災
害
時
の
安
心

感
に
繋
が
る
は
ず
で
す
。
新
し
く

団
地
が
で
き
た
の
で
、
そ
こ
に
住

む
新
し
い
人
た
ち
を
交
え
て
、
さ

ら
に
団
結
力
を
深
め
、
防
災
体
制

を
固
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

岡
部
町
オ
レ
ン
ジ

町
内
会
に
は
２

０
１
世
帯
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
会
社
勤
め
の
世
帯

で
す
。「
昼
間
、
火
災

が
起
き
た
と
き
に
初

期
対
応
や
救
助
活
動

な
ど
を
行
う
、
地
域

を
守
る
人
が
必
要
だ
」

と
、
退
職
し
た
人
た

ち
が
集
結
し
、
平
成

16
年
に
創
立
し
た
の

が
オ
レ
ン
ジ
町
内
会
自
主
防
災
組

織
の
特
別
班
で
す
。
元
・
静
岡
市

消
防
局
勤
務
の
落
合
央な
か
の
り典

さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス
で
、
毎
月
第
３
水
曜

日
に
、
消
火
栓
の
点
検
や
火
災
を

想
定
し
た
放
水
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
は
す
ぐ

に
出
動
し
、
地
域
を
守
る
特
別
班

の
活
動
を
見
て
も
ら
う
こ
と
は
、

地
域
の
人
た
ち
に
安
心
感
を
与
え
、

班
員
の
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
訓
練
の
際
に
は
、
町
内
に

住
む
人
た
ち
や
、
他
の
町
内
会
の

役
員
に
も
見
学
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
の
映
像
な
ど
を
見
て
、
不
安
に

思
う
の
は
、
発
生
が
心
配
さ
れ
る

東
海
地
震
の
こ
と
。
町
内
の
女
性

保
健
委
員
と
県
地
震
防
災
セ
ン

タ
ー
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
藤
枝
市
は
津
波
の
心
配
は
な

い
が
、
液
状
化
発
生
の
可
能
性
が

あ
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
ま
ず

は
家
庭
で
の
対
策
。
家
具
の
固
定
、

火
災
報
知
器
の
設
置
、
３
日
分
の

備
蓄
品
な
ど
、
今
ま
で
ず
っ
と
言

わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は
必
ず
実

施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
町
内
会
の
総
合
防
災

訓
練
は
、
み
ん
な
が
参
加
で
き
る

よ
う
、
毎
年
８
月
最
終
日
曜
日
に

行
っ
て
い
ま
す
。
特
別
班
の
指
導

の
も
と
、
伝
達
訓
練
・
消
火
訓
練
・

人
工
呼
吸
蘇
生
訓
練
な
ど
を
実
施
。

自
助
か
ら
近き

ん

助じ
ょ

、
共
助
へ
と
協
力

し
て
い
く
体
制
を
作
る
た
め
、
日

ご
ろ
か
ら
向
こ
う
三
軒
両
隣
が
仲

良
く
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
が
起
き
る
と
、

電
話
が
不
通
に
な
っ
た
り
、
道
路

交
通
網
が
寸
断
さ
れ
た
り
、電
気
・

ガ
ス
・
水
道
な
ど
が
使
え
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
同
時
多
発
的

に
被
害
が
発
生
す
る
た
め
、
行
政

や
消
防
も
、
す
べ
て
の
被
害
箇
所

に
つ
い
て
、
す
ぐ
に
状
況
を
把
握

し
、
す
べ
て
に
的
確
に
対
応
す
る

こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
に
備

え
て
、
地
域
住
民
が
連
帯
し
、
協

力
し
合
っ
て
、
身
近
な
地
域
の
防

災
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
の
た
め
に
組
織
さ
れ
て

い
る
の
が
、
各
地
区
に
あ
る
「
自

主
防
災
会
」
で
す
。

　

自
主
防
災
会
で
は
、
平
常
時
に

は
、
地
域
内
の
安
全
点
検
や
防
災

知
識
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
特
性

に
あ
っ
た
防
災
訓
練
を
行
い
、
日

ご
ろ
か
ら
地
域
で
の
災
害
発
生
に

備
え
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
大
規

模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、

地
域
で
一
番
頼
り
に
な
る
存
在
と

な
り
ま
す
。
人
命
を
守
る
た
め
の

救
出
・
救
助
活
動
、
情
報
の
収
集
・

伝
達
活
動
、
避
難
誘
導
活
動
な
ど

を
行
い
、
地
域
に
お
け
る
被
害
の

拡
大
を
防
ぎ
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
重
要
性

東
海
地
震
に
備
え
、
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

藤
枝
市
総
合
防
災
訓
練

　
「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
」「
自
ら
の
地
域
は
地
域
で
守
る
」

　

９
月
１
日
㈭
の
防
災
の
日
に
、
市
で
は
国
・
県
と
連
携
し
、
市
内

の
防
災
関
係
機
関
や
自
主
防
災
組
織
の
協
力
を
得
て
、
市
民
総
参
加

の
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
予
知
型
の
防
災
訓
練
を
実

施
。
東
海
地
震
の
発
生
が
予
知
で
き
た
と
想
定
し
て
、調
査
情
報
（
臨

時
）
→
注
意
情
報
→
予
知
情
報
（
警
戒
宣
言
）
→
地
震
発
生
と
段
階

を
踏
ん
で
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
／
８
月
31
日
㈬
午
後
４
時　
　
　

調
査
情
報
（
臨
時
）
の
発
表

　
　
　

９
月
１
日
㈭
午
前
７
時　
　
　

注
意
情
報
の
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分　

警
戒
宣
言
の
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分　

地
震
発
生

メ
ー
ン
会
場
／
広
幡
中
学
校

主
な
訓
練
内
容
／
家
庭
内
の
安
全
確
保
訓
練
、
情
報
収
集
・
伝
達
・
広

報
訓
練
、
崖
崩
れ
の
危
険
予
想
地
域
に
お
け
る
避
難
訓
練
な
ど

※
各
自
主
防
災
会
ご
と
に
も
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
訓
練
実

施
計
画
は
８
月
10
日
以
降
に
順
次
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

　　　　自分たちの地域は自分たちで守る

　　　　今できる準備と日ごろの心構えが大切です

オレンジ町内会の総合防災訓練の様子

オレンジ自主防災会
会長　丹

に

羽
わ

 眞
ま さ

實
み

さん

木町地域防災指導員
班長　塚本 宗

そ う

以
い ち

知 さん

地域ぐるみで防災意識を高める
　自分たちの地域は自分たちで守るという意識を持つことが
大切です。地域ぐるみで防災訓練を行い、自分と家族、そし
て隣近所との絆を強めましょう。
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７月16日、葉梨地区の二ツ池近くで、葉梨小学
校の子どもたち20人が、葉梨里山づくりの会のメ
ンバーに教わりながら竹のお箸とお椀作りに挑戦。
「お箸をカッターナイフで丸くするところが思った
以上に大変」と言いながら、作ったお箸に満足そう
な子どもたち。早速、マイ箸、マイお椀で流しそう
めんを頰張っていました。

三輪里山づくりの会主催の「夏休み子供
カブトムシすもう大会」が７月24日、岡
部町三輪の金比羅山で行われました。大会
には、約40人の子どもたちが参加。三輪
里山づくりの会のメンバーが育てたカブト
ムシを一匹ずつもらうと、早速、すもう大
会がスタート。子どもたちは、予想できな
いカブトムシの動きに悪戦苦闘しながらも、
白熱した試合を楽しんでいました。

台所やトイレから出た生活排水がどのようにして
きれいになるのか。市下水道課職員が毎年、市内の
小学校からの依頼で行う ｢下水道教室｣ を７月12日、
葉梨小学校で４年生を対象に行いました。子どもた
ちは下水処理場に流れてきた水と、処理後の水の色
を見比べたり、においを嗅いだり。その後、模型を
見ながら、水をきれいにする仕組みを学びました。

瀬戸谷の大久保地区にある樹齢300年の大茶樹を所有する平口
猛志さんが、７月21日、市内の介護老人保健施設を訪問。５月
に大茶樹から収穫した茶葉を製茶した「長寿の香り」を贈りまし
た。「長寿の香り」は、縁起物として、毎年、市内の高齢者施設
などにプレゼント。平口さんは「長寿の香りを飲んで、リハビリ
に励み、元気に楽しく過ごしてほしい」と激励しました。

　７月２日、大旅籠柏屋で、この時季の恒例行事である「柏屋七
夕まつり」を開催しました。朝から、近所の子どもたち約50人
が集まり、寄せられた短冊や星・三角つづりなどの飾り付けを
行いました。午後５時からの七夕まつりには、約300人が訪れ、
流しそうめんのサービスや東海大学付属翔洋高校吹奏楽部による
演奏などを楽しんでいました。

７月24日、大久保グラススキー場・キャンプ場で、大久保サ
マーフェスティバルが開催されました。毎年、大人気のゲレンデ
を利用した流し麺は、話題の藤枝名物「朝ラーメン」を流しまし
た。70mのトイを流れてくる朝ラーメンに参加者から大歓声が
上がっていました。会場では、水鉄砲づくりやヤマメのつかみ取
りも行われ、訪れた多くの親子連れはおもいっきり、大久保の夏
を満喫していました。

夏休み子ども陶芸教室が７月28日、瀬戸谷地区にある陶芸セ
ンターで行われました。この日、参加したのは、市内の小学生
41人。参加した子どもたちは、おじいちゃんにプレゼントする
湯飲みや自分用の貯金箱などを楽しそうに作っていました。
今回、でき上がった湯飲みや貯金箱は、陶芸センターで素焼き
し、８月16日に色付けを行います。

竹のお箸とお椀作りに挑戦

貯金箱作りに夢中　気分は陶芸家

全長70ｍのトイで流し朝ラーメン

長寿の香りをプレゼント

短冊に願いをこめて

汚れた水がきれいな水に変身

カブトムシ好きが集結

ＨＯＴ
ほっと
フォト

Ａｕｇｕｓｔ．2011
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７
月
21
日
、
市
消
防
本
部
で
水

難
救
助
・
避
難
誘
導
に
尽
力
い
た

だ
い
た
６
人
に
、
市
消
防
長
か
ら

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

６
月
28
日
に
市
内
高
岡
の
水
路

に
70
代
の
男
性
が
転
落
。
目
撃
し

た
藪
﨑
千
鶴
さ
ん
が
助
け
を
求
め
、

近
く
に
い
た
久
能
安
博
さ
ん
ら
４

人
が
救
助
し
た
も
の
で
す
。

　

７
月
５
日
に
市
内
岡
部
町
岡
部

で
工
場
火
災
が
発
生
。
第
一
発
見

者
の
増
田
健
一
さ
ん
は
、
通
報
す

る
と
と
も
に
、
付
近
の
住
民
の
避

難
誘
導
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

水
難
救
助
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

藪
﨑
千
鶴
、
久
能
安
博
、
髙
橋

芳
文
、
増
田
綱
男
、
山
下
滋
広

避
難
誘
導
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

増
田
健
一

水難救助・避難誘導に尽力〜６人に感謝状〜 問消防総務課　☎641･9200

　

７
月
７
日
、
藤
枝
・
焼
津
の
両

市
長
に
よ
る
３
回
目
の
ト
ッ
プ
会

談
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
会
談

で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、

危
機
管
理
体
制
の
連
携
・
強
化
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

主
な
確
認
項
目
は
次
の
と
お
り
。

・
大
地
震
に
備
え
た
津
波
避
難
対

策
、
要
援
護
者
対
策
、
被
災
者

支
援
シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発

・
合
同
就
職
説
明
会
な
ど
、関
係
機 

関
が
一
体
と
な
っ
た
雇
用
対
策

・
韓
国
・
中
国
か
ら
の
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
な
ど
、
観
光
誘
客
促
進

・
食
の
祭
典
な
ど
へ
の
相
互
出
店

・
健
康
増
進
、
観
光
誘
客
資
源
と

し
て
の
高
草
山
の
活
用

・
節
電
対
策
一
斉
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

・
ご
み
減
量
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

災害対策などでの連携強化～焼津市長とトップ会談〜 問広域連携室　内線343

▼

感
謝
状
を
手
に
す
る
久
能
さ
ん
、
藪

﨑
さ
ん
、
増
田
健
一
さ
ん
（
左
か
ら
）

▼

意
見
を
交
わ
す
両
市
長
ら

第20期市農業委員会委員決まる 問農業委員会事務局　内線472

　

任
期
満
了
に
伴
う
市
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
は
、
７
月
３
日
に
告

示
。
立
候
補
者
が
定
数
を
超
え
な

か
っ
た
た
め
、
全
員
が
無
投
票
当

選
し
ま
し
た
。
市
議
会
６
月
定
例

会
で
推
薦
さ
れ
た
学
識
経
験
委
員

４
人
と
、
農
業
協
同
組
合
・
農
業

共
済
組
合
・
大
井
川
土
地
改
良
区

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
推
薦
さ
れ
た
３
人

と
合
せ
て
、
31
人
の
農
業
委
員
会

委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
農
業
委
員
会
委
員
の
任

期
は
、
７
月
20
日
か
ら
平
成
26
年

７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

第
20
期
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お

り
で
す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

選
挙
に
よ
る
委
員

石
　

勇
（
潮
）

米
村　

章し
ょ
う

（
上
当
間
）

秋
山　

均
（
下
之
郷
）

後
藤　

英
晴
（
上
藪
田
）

有
ケ
谷　

克
己
（
西
方
）

山
梨　

和
雄
（
本
町
三
）

木
野　

春
次
（
平
島
）

杉
本　

猛
（
高
柳
四
）

杉
本　

莊
太
郎
（
大
新
島
）

増
田　

義
弘
（
青
南
町
二
）

青
島　

康
浩
（
末
広
三
）

髙
島　

鏡
一
（
瀬
戸
新
屋
）

高
橋　

道
雄
（
大
洲
二
）

大
畑　

耕
作
（
善
左
衛
門
二
）

河
村　

哲
夫
（
宮
原
）

岡
崎　

正ま
さ

補ほ

（
堀
之
内
）

岡
村　

敏
（
瀬
戸
ノ
谷
）

遠
藤　

悦
男
（
本
郷
）

杵
塚　

敏
明
（
滝
沢
）

村
越　

強
（
岡
部
町
新
舟
）

村
上　

嘉
幸（
岡
部
町
青
羽
根
）

山
口　

一か
ず

成し
げ

（
岡
部
町
岡
部
）

池
田　

德の
ぼ
る

（
岡
部
町
三
輪
）

村
本　

多
喜
夫（
岡
部
町
村
良
）

学
識
経
験
委
員

櫻
井　

し
ず
子
（
高
柳
）

大
塚　

て
る
代
（
助
宗
）

杉
山　

修
次
（
大
手
一
）

杉
山　

猛
志
（
花
倉
）

推
薦
委
員

鈴
木　

利
昌
（
時
ケ
谷
）

大
石　

廣
志
（
善
左
衛
門
二
）

神
部　

昭
次
（
青
南
町
三
）

 ご存知ですか
　　 「あかちゃん駅」

市では、乳幼児連れの家族が、外出しやすい環境を作るため、昨
年度から公共施設に授乳やオムツ交換・乳幼児の昼寝ができるス
ペース「あかちゃん駅」の設置を進めています。ぜひ、ご利用く
ださい。 問児童課　内線618

「あかちゃん駅」ってなに…
乳幼児連れの家族は、授乳場所やオムツ交換の場所な
どを探すのが大変で、外出を控えがちです。乳幼児連れ
でも気軽に外出できるように、市では、授乳やオムツ交
換をするための専用スペースを設置し、「あかちゃん駅」
と名づけました。

何ができるの…
「あかちゃん駅」では、授乳やオムツ交換のほかに、
乳幼児が昼寝できるスペースも整備しています。設置
施設によって「授乳のみ」「オムツ換えのみ」の場所も

あります。ご利用の際
は、「あかちゃん駅」入り
口に掲示してあるフラッ
グ（左図参照）をご確認
ください。なお、「あか
ちゃん駅」には、粉ミル
ク用のお湯のサービスは
ありません。また、使用
済みのオムツなどを捨て
るごみ箱も設置していま
せん。使用済の紙オムツ
など、ごみは持ち帰りを
お願いします。

どこにあるの…
　現在、市立総合病院や保健センターなど、次の13の
市の施設に「あかちゃん駅」を設置しています。

《あかちゃん駅を設置している施設》
施設名 設置場所 機能

市立総合病院
小児科前 授乳･オムツ換え
ロビー北側 オムツ換え
多目的トイレ２カ所 オムツ換え

文化センター 多目的トイレ オムツ換え
福祉センター

きすみれ
ちびっこルーム前 授乳･オムツ換え･昼寝

青島北公民館
にこにこ広場 授乳･オムツ換え･昼寝
多目的トイレ４カ所 オムツ換え

高洲公民館
こども広場 授乳･オムツ換え
多目的トイレ オムツ換え

岡出山図書館 １階・２階女子トイレ オムツ換え
駅南図書館 おはなしの部屋横 授乳･オムツ換え･昼寝
生涯学習

センター
多目的トイレ３カ所 オムツ換え

文学館 多目的トイレ２カ所 オムツ換え
郷土博物館 トイレ前の廊下 オムツ換え
市役所 西館３階児童課前 授乳･オムツ換え
保健センター ロビー 授乳･オムツ換え
岡部支所 ロビー 授乳･オムツ換え

あかちゃん駅の募集
　すでに授乳やオムツ交換のできる専用ス
ペースがある商業施設などで「あかちゃん
駅」に登録いただける事業者を募集してい
ます。登録施設には、専用のポスター（右
図参照）とフラッグをお渡しします。
申請方法／ 12月27日㈫までに、市ホーム
ページ掲載の申請書に必要事項を記入し、
必要書類を添えて児童課へ
※詳しくは、お問い合わせいただくか、市
ホームページをご覧ください。

　商業施設など、乳幼児連れの家族でも
訪れやすい施設で、授乳やオムツ交換が
できるスペースがある場合、整備費用の
一部を補助します。対象は、授乳用のイ
ス、オムツ交換台、目隠し用のパーテー
ションなどです。
補助率／２分の１（上限10万円）
申し込み／ 12月27日㈫までに、市ホー
ムページ掲載の申請書に必要事項を記
入し、必要書類を添えて児童課へ

あかちゃん駅の整備費補助
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マ
ル
チ
商
法
は
、「
連
鎖
販
売

取
引
」
と
言
わ
れ
、
他
人
を
勧
誘

す
れ
ば
す
る
だ
け
利
益
が
得
ら
れ

る
と
言
っ
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

契
約
を
さ
せ
る
も
の
で
す
。
会
員

に
な
る
こ
と
で
商
品
代
金
や
登
録

料
な
ど
の
支
払
い
が
発
生
す
る
取

り
引
き
で
あ
り
、
会
員
と
し
て
販

売
活
動
を
す
る
と
事
業
者
と
し
て

の
責
任
も
発
生
し
ま
す
。

　

マ
ル
チ
商
法
の
勧
誘
は
、
環
境

問
題
や
健
康
管
理
な
ど
で
あ
る
か

の
よ
う
に
装
い
、
販
売
目
的
を
言

葉
巧
み
に
隠
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
サ
ー
ク
ル
や
同
級
生
、

職
場
の
人
間
関
係
な
ど
を
利
用
し
、

「
必
ず
も
う
か
る
」
と
い
う
甘
い

誘
い
で
契
約
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

絶
対
も
う
か
る
は
ウ
ソ

〈
事
例
〉

　

詳
細
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
友

人
に
喫
茶
店
や
公
共
施
設
の
会
議

室
な
ど
に
連
れ
ら
れ
て
行
か
れ
、

で
マ
ー
ジ
ン
（
収
入
）
を
得
る
と

い
う
も
の
。

　

マ
ル
チ
商
法
は
、
ご
く
一
部
の

上
位
者
だ
け
が
も
う
か
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
思
う
よ
う
に
勧
誘
が
で

き
ず
、
最
後
は
、
強
引
に
家
族
や

友
人
な
ど
を
勧
誘
。
そ
の
結
果
、

家
庭
崩
壊
や
友
人
を
な
く
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
活
用

　

マ
ル
チ
商
法
の
場
合
で
も
、
20

日
間
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
契

約
書
面
の
交
付
義
務
な
ど
の
消
費

者
保
護
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
友

人
か
ら
の
話
で
も
安
易
に
信
用
せ

ず
、
契
約
内
容
や
商
品
の
効
果
に

疑
問
を
感
じ
た
場
合
は
、
迷
わ
ず

市
の
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

世
の
中
に
楽
し
て
も
う
か
る
話
は
あ
り
ま
せ
ん　

～
マ
ル
チ
商
法
は
、
あ
な
た
の
財
産
を
奪
い
、
人
間
関
係
を
破
壊
し
ま
す
～

「
こ
の
健
康
食
品
は
体
に
す
ご
く

い
い
。
そ
れ
に
、
販
売
す
る
と
か

な
り
の
収
入
に
な
る
し
、
会
員
を

勧
誘
す
れ
ば
紹
介
料
も
も
ら
え

る
」
と
友
人
の
知
人
だ
と
い
う
人

に
誘
わ
れ
た
。

　

で
も
、
会
員
に
な
る
に
は
、
高

額
な
健
康
食
品
を
購
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
お
金
が
無
い
と

断
る
と
、「
必
ず
も
う
か
る
か
ら
、

返
済
は
大
丈
夫
」
と
サ
ラ
金
の
借

り
入
れ
を
勧
め
ら
れ
、
会
員
と

な
っ
た
。
し
か
し
結
局
、
販
売
も
、

会
員
の
勧
誘
も
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
サ
ラ
金
へ
の
借
金
の
支
払
い

だ
け
が
残
っ
た
。

被
害
者
が
加
害
者
に

　

最
近
は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ

ジ
ネ
ス
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ビ
ジ
ネ
ス
」「
Ｍ
Ｌ
Ｍ
」
な
ど

と
言
葉
を
変
え
た
マ
ル
チ
商
法
が

増
え
て
い
ま
す
。
中
身
は
、
知
人

を
勧
誘
し
、
会
員
を
増
や
す
こ
と

　
「
試
み
の
岸
」
の
主
人
公
は
十

吉
。
山
間
の
町
・
速と

お

谷だ
に

に
住
む
、

牛
馬
の
仲
買
人
の
子
で
す
。
海
へ

の
あ
こ
が
れ
と
、
一
山
当
て
よ
う

と
の
気
持
ち
か
ら
、
難
破
船
を
買

い
取
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
船
内

の
貴
重
な
部
品
な
ど
の
金
目
の
も

の
を
何
者
か
に
奪
わ
れ
、
莫
大
な

借
金
だ
け
を
抱
え
て
し
ま
い
ま
す
。

借
金
を
返
す
た
め
に
必
死
に
働
き

続
け
る
十
吉
。
偶
然
、
部
品
な
ど

を
盗
ん
だ
犯
人
を
知
り
、
相
手
を

殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
黒
馬
に
新
し
い
日
を
」
は
、

十
吉
の
甥
・
余
一
が
主
人
公
で
す
。

あ
る
日
、
余
一
は
、
家
出
を
し
ま

す
。
し
か
し
、
故
郷
で
起
き
た
火

事
を
き
っ
か
け
に
、
引
き
返
し
て

き
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
世
話
し
て

い
た
馬
が
谷
に
落
ち
、
け
が
を
し

て
い
る
の
を
発
見
。
救
お
う
と
し

た
余
一
も
転
落
、
瀕
死
の
重
傷
を

負
い
な
が
ら
も
、
谷
か
ら
は
い
上

が
ろ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
い

つ
し
か
余
一
自
身
が
馬
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
し
た
。
馬
に
な
っ
た

余
一
に
見
え
る
風
景
と
は
…
。

　
「
静
南
村
」
は
、
十
吉
と
知
り

合
い
の
漁
師
の
娘
・
佐
枝
子
の
物

語
で
す
。
死
ぬ
こ
と
を
決
意
し
て

い
る
佐
枝
子
は
慕
っ
て
い
る
十
吉

と
少
女
の
こ
ろ
に
行
っ
た
磯
釣
り

を
思
い
出
し
ま
す
。
自
分
自
身
の

心
を
見
つ
め
、
自
ら
と
対
話
し
な

が
ら
、
死
へ
と
向
か
う
佐
枝
子
の

内
面
が
語
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

感
受
性
が
地
名
に

　

こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
藤
枝
に

住
む
私
た
ち
に
身
近
な
地
名
が
数

多
く
登
場
し
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

「
骨ほ

ね

洲す

」
や
「
折お

れ

羽ば

」
な
ど
、
架

空
の
地
名
も
い
く
つ
か
出
て
き
ま

す
。
実
は
、
こ
れ
ら
は
小
川
国
夫

が
実
際
に
見
た
風
景
か
ら
考
え
出

し
た
地
名
で
す
。
大
井
川
河
口
付

近
の
流
木
か
ら
骨
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
「
骨
洲
」。
遠
州
灘
の
強
い
風

に
あ
お
ら
れ
て
鳥
が
落
下
す
る
情

景
か
ら
「
折
羽
」。
こ
の
よ
う
に
、

筆
者
の
感
受
性
が
地
名
と
な
っ
て

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
代
文
学
を
語
る
と
き
、
小
川

国
夫
は
、
い
わ
ゆ
る
「
内
向
の
世

代
」
の
作
家
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
社
会
（
外
側
）
を
追
い
求
め

る
の
で
は
な
く
、自
己
の
内
面（
内

側
）
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
作
品

を
残
し
た
小
川
国
夫
。『
試
み
の

岸
』
三
部
作
は
ま
さ
に
自
己
の
内

側
を
見
つ
め
、
問
い
か
け
る
作
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

文
学
館
常
設
展
で
は
、
８
月
末

ま
で
、『
試
み
の
岸
』
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
文
学
館
に
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

えだっこじてん

問文化財課　☎645･1100

駿
河
湾
西
岸
の
物
語

　

故
郷
で
あ
る
藤
枝
と
大
井
川
流

域
を
舞
台
に
し
た
物
語
『
試
み
の

岸
』
は
、
小
川
国
夫
の
代
表
作
の

一
つ
で
す
。
こ
の
物
語
は
、「
駿

河
湾
西
岸
」
を
舞
台
と
し
た
「
試

み
の
岸
」「
黒
馬
に
新
し
い
日
を
」

「
静し

ず

南な
み

村
」
の
三
部
作
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

消費
生活編

▲大崩海岸を散歩する小川国夫（撮影：相田昭さん）
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り　
No.79

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　

内
線
６
７
２

日本語講座　とき／９月10日～11月26日（毎週土曜日・全
12回）午後７時～８時30分　　ところ／文化センター
受講料／無料　※申込不要　問男女共同参画課　内線292

WHAT'S NEW?
Período:10/Setembro 2011a 

26/Novembro 2011 
              (aos sábados, 12 

aulas)
Horário:das 19:00 as 20:30 

horas
Local:Fujieda-shi Bunka 

Center, 3 andar, sala 
1･3･4

Preço da aula:Grátis
※Ir diretamente ao local no 

dia da aula.

Aulas de Japonês
Para Principiantes

Term:September 10, 2011 
to November 26, 2011 
(Saturdays, 12 times)

Time:7:00 p.m. to 8:30 p.m.
Place:Fujieda-shi Bunka 

Center, 3F, Room 
1･3･4

Fee:Free
※Reservation is not required. 

Please come to Bunka 
Center at the appointed 
time.

Japanese Language Class
for beginners

郷土博物館・文学館の催し　　　　　　　　　　　　　　　 問郷土博物館　☎645･1100　 644･8514８月21日㈰ 県民の日は入館無料。
８月13日㈯・20日㈯・27日㈯は午後８時まで開館。

夏休み怪談おはなし会
とき／８月27日㈯午後３時～４時
ところ／文学館講座学習室
内容／ゆきおんな、三枚のおふだ　など
定員／50人（先着順）　※直接会場へ

昭和のレトロなものを探しています
　昭和30～40年代に家庭で使用していた家庭用品・おも
ちゃを探しています。お持ちの人は、８月31日㈬までに、
電話で郷土博物館へご連絡ください。

対象品／電化製品（真空 
管テレビ・洗濯機な
ど）、ブリキのおもちゃ、
ヒーローまんが本など、
展示ができる状態のよ
いもの（民具・農具は
除きます）

「伊勢物語」の浪
ロ

漫
マ ン

を楽しむ
～「東

あずま

下
く だ

り」にみる愛のかたち～
　伊勢物語の東下りの段には、岡部にある宇津ノ谷峠が登
場します。身近な土地を手がかりに、在原業平の思いをた
どってみませんか。

対象／高校生以上
とき／９月３日㈯、10月１日㈯、11月５日㈯、12月３日㈯
午後１時30分～３時（11月５日は午前10時～午後２時）

ところ／文学館講座学習室
講師／武

ぶ

士
し

俣
また

 勝
かつ

司
じ

さん（藤枝文
学舎ニュース編集長）

受講料／千円（全４回）
申し込み／８月31日㈬までに、電
話で郷土博物館へ

※11月５日は文学散歩として、現
地散策を行います。別途保険料
50円をご負担いただきます。

俳句入門講座
対象／俳句作りの初心者
とき／９月～11月の第２・第４水曜日
午後１時30分～３時

ところ／文学館講座学習室
講師／関森勝夫さん（俳誌「蜻

せい

蛉
れい

」主宰）
定員／20人　受講料／３千円（全６回）
申し込み／８月31日㈬までに、電話で郷土博物館へ
※参加者が10人未満の場合は開講しません。

志太郡衙裂織展～今に生きる くらしのわざ～
　裂

さき

織
おり

は、ものを大事にする心から始まった、身近なくら
しの技術です。さまざまな工夫を凝らした美しい織物の世
界をご覧ください。

とき／８月23日㈫～31日㈬　午前９時～午後５時
ところ／志太郡衙資料館
入館料／無料（月曜休館）
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防
衛
省（
自
衛
官
）採
用
試
験

航
空
学
生

▼
応
募
資
格
／
高
校
を
卒
業
（
卒

業
見
込
み
を
含
む
）
し
た
21
歳
未

満
の
人　

▼
第
１
次
試
験
日
／
９

月
23
日
㈷

一
般
曹
候
補
生

▼
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
人　

▼
第
１
次
試
験
日
／
９

月
17
日
㈯

自
衛
官
候
補
生

▼
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
人　

▼
試
験
日
／
男
性
…
９

月
17
日
㈯
・
24
日
㈯
、
女
性
…
９

月
25
日
㈰

▼
申
し
込
み
／
９
月
９
日
㈮
ま
で
に
、

直
接
、自
衛
隊
藤
枝
地
域
事
務
所（
駅

前
三
）
へ

自
衛
隊
採
用
制
度
セ
ミ
ナ
ー

▼
と
き
／
８
月
21
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
５
時　

▼
と
こ
ろ
／
自
衛
隊
藤

枝
地
域
事
務
所　

※
申
込
不
要

問
自
衛
隊
藤
枝
地
域
事
務
所

☎
６
４
３
・
６
３
９
１

▼
受
験
資
格
／
土
木
職
…
昭
和
48
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
、
電

気
職
…
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人　

▼
第
１
次
試
験
／
10

情
報

フ
ァ
イ
ル

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

ポ
イ
ン
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

大
井
川
広
域
水
道
企
業
団
職
員

採
用
試
験

認
知
症
家
族

支
え
あ
い
交
流
会

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

静
岡
・
焼
津
・
島
田
・
牧
之
原
・
藤

枝
の
５
市
で
環
境
に
配
慮
し
、
統
一

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
を
行
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き
／
８
月
か
ら
の
第
３
金
曜
日

午
後
８
時
〜
10
時

問
環
境
政
策
課　

内
線
４
１
８

市
税
収
入
確
保
の
た
め
、
差
し
押
さ

え
た
不
動
産
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

公
売
す
る
土
地

▼
所
在
・
地
番
／
大
東
町
９
２
１

番　

▼
地
目
／
宅
地　

▼
登
記
面

積
／
３
７
７
・
７
７
㎡　

▼
見
積

価
額
／
１
１
１
６
万
円　

▼
建
ぺ

い
率
／
50
％　

▼
容
積
率
／
80
％

▼
と
き
／
８
月
29
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
２
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
西

館
５
階　

▼
申
し
込
み
／
入
札
参
加

希
望
者
は
、
電
話
で
債
権
回
収
対
策

室
へ　

内
線
６
３
７

▼
対
象
／
40
歳
以
上
で
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人　

▼
と
き
／
12
月
２
日

家
庭
で
土
づ
く
り
、
野
菜
づ
く
り
を

楽
し
み
た
い
人
の
た
め
の
講
座
を
行

い
ま
す
。

▼
と
き
／
８
月
24
日
㈬
午
後
１
時
〜

▼
と
こ
ろ
／
Ｊ
Ａ
大
井
川
農
産
物
集

出
荷
場
（
緑
の
丘
）　

▼
講
師
／
石

本
史
子
さ
ん
（
県
畜
産
技
術
研
究
所

中
小
家
畜
研
究
セ
ン
タ
ー
）　

▼
参

加
料
／
無
料　

▼
主
催
／
三
市
合
同

畜
産
堆
肥
共
励
会　

▼
申
し
込
み
／

電
話
で
農
林
課
へ　

内
線
４
５
４

▼
と
き
・
内
容
／
９
月
29
日
㈭
・
認

知
症
の
基
本
知
識
と
ケ
ア
へ
の
応
用
、

10
月
24
日
㈪
・
認
知
症
家
族
の
体
験

㈮
ま
で　

▼
受
付
時
間
／
午
前
８
時

30
分
〜
９
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
志

太
医
師
会
館
検
診
セ
ン
タ
ー
（
保
健

セ
ン
タ
ー
隣
）　

▼
持
ち
物
／
受
診

券
、
保
険
証　

▼
検
査
項
目
／
問
診
、

血
圧
測
定
、
診
察
、
身
体
測
定
、
尿

検
査
、
血
液
検
査
（
脂
質
代
謝
・
肝 

機
能
・
糖
代
謝
）、
医
師
の
判
断
に
よ 

り
貧
血
検
査
・
心
電
図
・
眼
底
検
査

※
健
診
料
は
、
検
査
項
目
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
本
年
度
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し

た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

問
国
保
年
金
課　

内
線
６
２
８

半
日
の
ご
利
用
で
１
ポ
イ
ン
ト
獲
得
。

５
ポ
イ
ン
ト
た
ま
る
と
半
日
無
料
券

ま
た
は
、
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
30

ポ
イ
ン
ト
で
回
数
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

▼
期
限
／
９
月
30
日
㈮
ま
で

問
総
合
運
動
公
園

☎
６
４
６
・
６
１
０
０

談
、
11
月
17
日
㈭
・
認
知
症
ケ
ア
の

ポ
イ
ン
ト
、
12
月
15
日
㈭
・
認
知
症

介
護
に
関
す
る
疑
問
な
ど
へ
の
回
答

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
３
時
30
分 

▼
と
こ
ろ
／
志
太
医
師
会
館
２
階
講

堂　

▼
定
員
／
35
人　

▼
参
加
料
／

無
料

※
全
て
の
日
に
参
加
者
交
流
会
を
開

催
し
ま
す
。
認
知
症
の
人
の
同
伴

も
で
き
ま
す
。

問
介
護
福
祉
課　

内
線
６
７
９

し
込
み
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ぱ
り

て
へ　
　

☎

６
４
１
・
７
７
７
７

月
16
日
㈰　

▼
申
し
込
み
／
９
月
１

日
㈭
〜
16
日
㈮
に
、
申
込
用
紙
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
直
接
ま
た
は
郵 

送
で
〒
427‒

0033
島
田
市
相
賀
１
３
０
０ 

大
井
川
広
域
水
道
企
業
団
総
務
課
へ

☎
０
５
４
７
・
３
２
・
０
１
３
６

http://w
w
w
.oigaw

akoiki.or.jp

５
市
統
一
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

差
し
押
さ
え
不
動
産
の
公
売

特
定
健
康
診
査

堆
肥
の
お
得
な
使
い
方
講
座

市民会館のイベント
問市民会館　☎643･3931

食育フェア　「元気ふじえだお弁当コンテスト」
問健康推進課　☎645･1111

hokencenter@city.fujieda.shizuoka.jp

▼
と
き
／
８
月
20
日
㈯
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
大
旅

籠
柏
屋　

▼
内
容
／
「
殿
さ
ま
弥
次

喜
多
」
な
ど

※
小
学
生
以
下
に
は
、
午
後
５
時
か

ら
綿
菓
子
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
６
時
か

ら
は
子
ど
も
花
火
大
会
を
開
催
。

問
大
旅
籠
柏
屋☎

６
６
７
・
０
０
１
８

▼
と
き
／
８
月
17
日
㈬
午
後
７
時
〜

８
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院

２
階
講
堂　

▼
内
容
／
静
岡
県
医
療

救
護
班
の
一
員
と
し
て
〜
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
で
の
経
験
〜　

▼
講

師
／
實じ

つ

石い
し

光み
つ

歩ほ

・
救
急
治
療
室
師
長

▼
受
講
料
／
無
料　

※
申
込
不
要

問
市
立
総
合
病
院
管
理
課

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

▼
対
象
／
ひ
き
こ
も
り
の
人
が
い
る

家
族　

▼
と
き
／
８
月
18
日
㈭
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　

▼
と

こ
ろ
／
県
藤
枝
総
合
庁
舎
（
瀬
戸
新

屋
）　

▼
内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士

な
ど
に
よ
る
個
別
相
談　

▼
相
談 

料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
電
話
で

中
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

☎
６
４
４
・
９
２
７
９

懐
か
し
の
映
画
祭

市
立
総
合
病
院
公
開
講
座

ひ
き
こ
も
り
家
族
相
談

　藤枝産の食材を使った、元気あふれるお弁当を募集し
ます。
内容／テーマ①子ども元気弁当

テーマ②家族が作るお父さん（お母さん）元気弁当
条件／①材料費500円以内　②製作時間は１時間以内　
③藤枝産の食材を使用　④弁当箱は１人用　⑤未発表
のもの

応募方法／９月５日㈪（消印有効）までに、市役所・保
健センター・各市立公民館・文化センターにある応募
用紙に必要事項を記入し、写真を添えて、直接または
郵送・Ｅメールで、〒426‒0078市内南駿河台１‒14‒1
健康推進課へ
※応募用紙は、市ホームページからもダウンロードできます。
※応募作品の写真は、10月23日㈰に市武道館で行う「第
１回フードスマイルフェスティバルinふじえだ」で展
示します。

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

Splash live ２０１１出演者募集
対象／市近郊で活動しているミュージシャン
とき／11月６日㈰　ところ／市民会館
出演時間／30分か、15分（入れ替え時間を含む）
参加料／１組２万円
申し込み／電話予約後、デモテープ・活動写真・申込
書を持参し、直接、市民会館へ
※詳しくはお問い合わせいただくか、市民会館ホーム
ページをご覧ください。

フリーマーケット参加者募集
とき／11月６日㈰午前10時～午後６時
ところ／市民会館ロビー（販売場所は先着順）
参加料／屋内１区画千円（申し込み時に納付）
申し込み／電話予約後、申込書に必要事項を記入し、
直接、市民会館へ
※飲食関係や屋外出店は、お問い合わせください。

都市計画マスタープラン（案）へのご意見募集
問都市政策課　内線205　 643･3280
toshiseisaku＠city.fujieda.shizuoka.jp

　都市計画マスタープラン素案へのパブリックコメント
を募集します。
対象／市内に住んでいるか、通勤･通学している人。市
への納税義務がある人。本事案に利害関係を有する人

募集期間／９月２日㈮～27日㈫
公表場所／都市政策課、行政情報コーナー、文化セン
ター、岡部支所、各市立公民館、市ホームページ

意見提出方法／意見書に計画に対する意見と住所・氏名・
電話番号を記入し、直接または郵送・ファクス・Eメー
ル・電子申請で〒426‒8722市内岡出山1‒11‒1都市政策
課へ
※匿名や電話での意見は受け付けません。
※意見に対する市の考え方は、市ホームページなどに公
表しますが、個別には回答しません。

対象／平成３年４月２日～平成４年４月１日に生まれた人
とき／平成24年１月８日㈰午前10時30分～
ところ／各中学校（ただし、藤枝中学校区は生涯学習セン
ター、青島中学校区は文化センター、高洲中学校区は高

洲公民館、瀬戸谷中学校区は藤の瀬会館、岡部中学校区

は市民ホールおかべ）

※中学校卒業後に藤枝市に転入してきた人や、私立中学校

を卒業した人などは、居住する地区の中学校が会場です。

※市外に住所を異動した人で、市内で行う成人式への出席

を希望する人は、電話で生涯学習課へご連絡ください。

新成人の協力者とボランティア募集
　式典の企画運営や、アトラクションなどに協力してくれ

る新成人とボランティアを募集しています。

申し込み／10月31日㈪までに、電話で生涯学習課へ

平成24年の成人式は１月８日㈰
問生涯学習課　☎643･3047

男
女
共
同
参
画
講
演
会

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
個ひ

と　

輝
け
！
未
来
づ

く
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
／
９
月
11
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習
セ
ン 

タ
ー　

▼
講
師
／
沖
藤
典
子
さ
ん

（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）　

▼
演

題
／
男
女
共
同
参
画
・
人
生
午
後
へ 

の
応
援
歌　

▼
入
場
料
／
無
料　

▼
申 

お
か
べ
ぇ
お
気
に
入
り
99
選

岡
部
の
宝
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、「
お

か
べ
ぇ
」
の
お
気
に
入
り
99
選
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
岡
部
地
区
の
宝
物

だ
と
思
う
人
、
物
、
場
所
な
ど
を
、

ぜ
ひ
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限
／
11
月
30
日
㈬
ま
で 

▼
応
募
方
法
／
岡
部
町
商
工
会
に
備

え
付
け
の
応
募
用
紙

に
、
必
要
事
項
を
記

入
し
、
直
接
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
岡
部
町

商
工
会
へ　

☎
６
６
７
・
０
２
４
４

６
６
７
・
２
７
１
９

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イメージキャラクター：おかべぇ
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テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

第
２
期
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

防
災
グ
ッ
ズ
出
展
者

精
神
障
害
者　

家
族
学
習
会

看
護
職
正
規
職
員

▼
と
き
／
Ａ
コ
ー
ス
⋮
９
月
６
日
～

11
月
８
日
の
火
曜
日
、
Ｂ
コ
ー
ス
⋮

９
月
８
日
～
11
月
17
日
の
木
曜
日

︵
11
月
３
日
は
除
く
︶　

い
ず
れ
も
午

前
10
時
～
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
市
民

テ
ニ
ス
場　

▼
定
員
／
各
コ
ー
ス
60

人
︵
申
込
順
︶　

▼
受
講
料
／
６
千

円
︵
全
10
回
︶　

▼
申
し
込
み
／
８

月
17
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
、
直
接
、

市
民
テ
ニ
ス
場
へ

☎
６
４
４
・
６
０
８
０

▼
対
象
／
精
神
疾
患
を
患
っ
た
人
の

家
族　

▼
と
き
／
９
月
17
日
・
24
日
、

10
月
８
日
、
11
月
19
日
・
26
日
、
12

月
10
日　

い
ず
れ
も
土
曜
日
午
後
１

時
～
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
文
化
セ
ン

タ
ー　

▼
定
員
／
15
人
︵
申
込
順
︶ 

▼
対
象
／
昭
和
41
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
看
護
師
免
許
を
持
つ
人

▼
試
験
日
／
９
月
11
日
㈰　

▼
と
こ

ろ
／
市
立
総
合
病
院　

▼
募
集
人 

数
／
20
人
程
度　

▼
試
験
方
法
／
面

接　

▼
申
し
込
み
／
８
月
26
日
㈮
午

後
５
時
ま
で
に
、
申
込
書
と
資
格
免

許
証
の
写
し
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

〒
426‒

8677
市
内
駿
河
台
４‒

１‒

11
市

立
総
合
病
院
管
理
課
へ

問
市
立
総
合
病
院
管
理
課

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
展
示
日
・
と
こ
ろ
／
８
月
22
日
㈪
～ 

26
日
㈮
・
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
９

月
１
日
㈭
・
総
合
防
災
訓
練
メ
ー
ン

会
場　

▼
定
員
／
３
社
程
度︵
抽
選
︶

▼
申
し
込
み
／
８
月
18
日
㈭
ま
で
に
、

電
話
で
危
機
管
理
課
へ

内
線
３
８
２

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
電 

話
で
社
会
福
祉
課
へ　

内
線
６
５
３

ツ
振
興
課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

内
線
７
７
４

６
４
３
・
３
３
２
７

11
月
26
日
㈯
に
市
民
体
育
館
で
行
う

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
研

修
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

事
前
研
修

▼
と
き
／
８
月
27
日
㈯
午
前
10 

時
～
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
福
祉
セ

ン
タ
ー
き
す
み
れ　

▼
申
し
込 

み
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番 

号
を
記
入
し
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ　
　

☎
６
６
７
・
２
９
４
０

６
６
７
・
３
３
１
９

情
報

フ
ァ
イ
ル

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

申し込み／開催希望日の１カ月前までに、各市立公民館
に備え付けの申込用紙に必要事項を記入し、生涯学習
課へ

※「人間ドック・健診のすすめ」は、希望により「小児
科」「心臓外科」「循環器科」「総合内科」の医師によ
る病気の話を併せて聴講できます。

※詳しくは、広報ふじえだ４月20日号をご覧ください。

　国民健康保険に加入している70歳以上75歳未満の人の
自己負担割合は、毎年８月１日に見直しを行っています。
自己負担割合は、同一世帯の対象となる人の前年の市・県
民税の課税所得で決定します。市・県民税の課税所得が
145万円未満の人は１割負担、145万円以上の人は３割負
担となりました。ただし、次のいずれかに該当する場合は、
申請すれば１割負担となります。
①２人以上の世帯で、前年の収入合計額が520万円未満
②１人世帯で前年の収入額が383万円未満
③前年の収入が383万円以上だが、国民健康保険に加入し
ていた、同じ世帯の75歳以上の人との前年の収入合計額
が520万円未満

高齢受給者証は健康保険証と一緒に提示
　８月からお使いいただく高齢受給者証（クリーム色）を、
お送りしました。お手元に届きましたら住所・氏名などの
記載内容に誤りがないか、ご確認ください。
　医療機関などを受診するときは、高齢者受給者証を健康
保険証と一緒に窓口に提示ください。

新メニュー始めました〈出前講座〉
問生涯学習課　☎643･3047

８月からの医療費の自己負担割合
問国保年金課　内線628

免
除
・
猶
予
制
度
の
対
象

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
納
付
を
免
除

ま
た
は
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

問
国
保
年
金
課　

内
線
６
２
４

	

島
田
年
金
事
務
所　

☎
０
５
４
７
・
３
６
・
２
２
１
５

申
請
時
の
持
ち
物

れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
額
が
一
定

以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
一
部

ま
た
は
全
額
を
免
除

②
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

30
歳
未
満
で
、
本
人
・
配
偶
者
の	

そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
額
が
一

定
以
下
の
場
合
、
納
付
を
猶
予

③
学
生
納
付
特
例
制
度

大
学
や
専
門
学
校
に
通
学
し
て

い
て
、
本
人
の
前
年
所
得
額
が

一
定
以
下
の
場
合
、
納
付
を
猶

予
※
①
②
③
の
免
除
・
猶
予
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
必

要
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

年
金
手
帳
・
印
鑑

❖
代
理
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人

の
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

❖
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
す

る
人
は
、
学
生
証
が
必
要
で
す
。

❖
平
成
23
年
１
月
１
日
の
時
点
で

藤
枝
市
に
住
民
登
録
が
な
か
っ

受
け
取
り
可
能
な
年
金
額

た
人
は
、
前
住
所
地
の
市
区
町

村
が
発
行
し
た
所
得
（
課
税
）

証
明
書
が
必
要
で
す
。

❖
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
退

職
し
た
人
で
、
失
業
を
理
由
に

免
除
・
猶
予
を
申
請
す
る
場
合

は
、
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
が
必
要
で
す
。

追
納
制
度

公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
の
世

代
が
高
齢
者
の
年
金
を
負
担
す
る
、

「
世
代
間
扶
養
」
の
仕
組
み
で
す
。

自
分
が
払
っ
た
保
険
料
を
積
み
立

て
、
老
後
に
も
ら
う
制
度
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
現
役
世

代
の
負
担
軽
減
と
給
付
水
準
の
維

持
の
た
め
、
給
付
額
の
２
分
の
１

は
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
国

が
存
続
す
る
限
り
、
制
度
が
破
綻

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
保
険
料
を
納
付
し
な
い
場
合
、

将
来
、
年
金
が
も
ら
え
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
免

除
・
猶
予
の
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。
こ
の
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
、

こ
の
期
間
は
、
年
金
の
受
給
必
要

期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
と
は

免
除
を
受
け
た
期
間
の
、
将
来
の

受
け
取
り
可
能
な
年
金
額
は
、
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
と
比

較
し
て
次
の
割
合
に
な
り
ま
す
。

◦
全
額
免
除
…
…
…
８
分
の
４

◦
４
分
の
３
免
除
…
８
分
の
５

◦
半
額
免
除
…
…
…
８
分
の
６

◦
４
分
の
１
免
除
…
８
分
の
７

①
免
除
制
度

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
そ

　

将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額

受
け
取
る
た
め
に
は
、
免
除
・
猶

予
な
ど
の
期
間
か
ら
10
年
以
内
に
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
（
追
納
）
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
免
除
な
ど
に
な
っ
た
期
間

か
ら
一
定
期
間
経
過
後
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
、
当
時
の
保
険

料
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額

を
上
乗
せ
し
ま
す
。
お
早
め
の
追

納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

《新規》
分野 番号 講座名 対象
都市計画 68 教えて!!バスのこと 小学生以上
健康・福祉 69 看護職への道 小学生以上
健康・福祉 70 いのちの話 小学生以上
健康・福祉 71 ナイチンゲールの話 小学生以上
健康・福祉 72 日常生活の中の応急処置 小学生以上
健康・福祉 73 めざそう 健康・予防日本一 小学生以上
《リニューアル》

分野 番号 講座名 対象
健康・福祉 53 人間ドック・健診のすすめ 要問い合わせ

はつらつシニア大学脳学部
問介護福祉課　内線679

ニュースポーツ教室
問スポーツ振興課　内線774

対象／市内に住んでいるか、通勤・通学している人（中
学生以下は保護者同伴）
とき／午後７時～８時45分
受講料／千円（全７回）※中学生以下は500円。
持ち物／運動のできる服装、体育館シューズ、タオル、
飲み物
申し込み／８月12日㈮～ 26日㈮に、直接または電話
でスポーツ振興課へ

　介護予防のための簡単な読み書き、計算などを全25回
で行います。
対象／市内に住んでいる介護認定を受けていない65歳
以上の人　
とき・ところ／
①10月４日～平成24年３月27日の火曜日・生涯学習セン 
ター
②10月５日～平成24年３月28日の水曜日・岡部公民館
③10月６日～平成24年３月29日の木曜日・文化センター
時間／Ａコース…午前９時10分～10時10分

Ｂコース…午前９時50分～10時50分
Ｃコース…午前10時30分～11時30分
※②はAコースなし。

定員／各コース５～10人（申込順）
受講料／月２千円
申し込み／８月16日㈫から、電話で介護福祉課へ

種目 とき ところ 定員

ミニトランポ
ウォーク

９月14日～10月26日の
水曜日

蓮華寺池
ホール 20人

フレッシュ
テニス

９月14日～10月26日の
水曜日

岡部中学校
体育館 25人

ファミリー
バドミントン

９月15日～10月27日の
木曜日

高洲中学校
体育館 30人

広報ふじえだ７月20日号６ページの稲葉地区の伝統行事「とうろん」の開催場所は
「寺島河川敷グラウンド」です。

お詫びと
訂正

▼
と
き
／
10
月
４
日
㈫
・
５
日
㈬
午

前
８
時
30
分
～
午
後
４
時　

▼
と
こ

ろ
／
消
防
本
部　

▼
定
員
／
60
人

︵
申
込
順
︶　

▼
参
加
料
／
３
４
０
０ 

円︵
テ
キ
ス
ト
代
︶　

▼
申
し
込
み
／ 

９
月
５
日
㈪
～
９
日
㈮
に
、
直
接
、

消
防
本
部
予
防
課
へ

☎
６
４
１
・
９
２
０
５

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
、
小
学
生
以

上
３
人
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
︵
登
録

は
５
人
ま
で
。
小
・
中
学
生
の
み
の 

チ
ー
ム
は
保
護
者
同
伴
︶　

▼
と
き
／ 

９
月
11
日
㈰
午
前
８
時
45
分
～　

▼
と 

こ
ろ
／
市
民
体
育
館　

▼
定
員
／
32 

チ
ー
ム︵
申
込
順
︶　

▼
参
加
料
／
１ 

チ
ー
ム
５
０
０
円　

▼
申
し
込
み
／

８
月
12
日
㈮
～
26
日
㈮
に
、
ス
ポ
ー

室
内
ペ
タ
ン
ク
大
会
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催　　し催　　し催　　し

募　　集募　　集募　　集

藤枝太鼓　和太鼓教室

シャルウィダンスの会

藤枝ふじみマジック

野村生涯教育読書会

民舞連合会　ゆかたさらい

点訳サークル　ひまわり

市民文学教室（短歌）

健康体操ラムーヴ発表会

自然体験教室ビオキッズ2011

看護師等再就業準備講習会

▼ 対象／10〜 40歳の初心者　 ▼ と 
き／９月４日㈰・18日㈰、10月２日㈰	

▼ とき／８月25日㈭、９月28日㈬、	
10月25日㈫、11月24日㈭午前10
時～午後３時　 ▼ ところ／文化セン
ター　 ▼内容／テキスト「命の絆をつ
なぐ教育」を使っての読書会　 ▼ 定 
員／ 30人（先着順）　 ▼参加料／１回	
500円　※直接会場へ。当日、幼児
には、幼児教育部があります。
問㈶野村生涯教育センター静岡支部
	 ☎257･9111

▼とき／８月28日㈰午前９時30分～	
午後４時　 ▼ ところ／生涯学習セン	
ター　 ▼内容／民舞65曲を披露　 ▼入 
場料／無料　※直接会場へ
問高野宅	 ☎643･9414

▼ とき／８月20日㈯午後１時～３時
30分　 ▼ ところ／市民会館　 ▼ 入場
料／無料　※申込不要
問池谷宅	 ☎641･0915

入）を同封し、〒426–0025市内藤
枝3–10–3藤枝市文化協会（岡野谷千
里）宛へ	 ☎641･3185

「まちかどファイル」は、市民のみな
さんから市民のみなさんへの情報提供
コーナーです。主に市民グループの活
動支援が目的です。

▼掲載可能団体／６カ月以上活動実績
がある市民３人以上で構成する団体・
グループ。市内の公共施設での活動団
体を優先 　 ▼申し込み／掲載を希望す
る団体・グループは、「まちかどファ
イル掲載依頼書」を直接または郵送・
ファクス・Eメールで広報課へ提出し
てください。締め切りは、掲載を希望
される号の１カ月前です。掲載を希望
する団体は、２年に１回「まちかどファ
イル掲載依頼団体票」の提出が必要と
なります
※詳しくは、お問い合わせください。
※営利活動・宗教活動・政治活動また
は、これらに類似する活動を行う団
体は掲載しません。
問広報課　内線305
〒426–8722市内岡出山1–11–1
info@city.fujieda.shizuoka.jp
643･3604

新しくレッスンが始まります。社交ダ
ンスを楽しく学びませんか。

▼とき・ところ／毎週月曜日…生涯学
習センター、毎週木曜日…文化セン
ター　午後７時～９時　 ▼参加料／１
回千円　 ▼持ち物／ダンスシューズ
※直接会場へ
問小関宅	 ☎636･3581

午前９時30分～正午　 ▼ ところ／藤
の瀬会館　 ▼ 定員／ 20人（申込順）

▼ 参加料／千円（全３回）　 ▼ 申し込
み／８月15日㈪～ 27日㈯に、電話
で小出宛へ	 ☎090･7851･6901

マジックを楽しく一緒に学びませんか。

▼とき／第２土曜日午後１時30分～３	
時30分（12月は第１土曜日）　 ▼ と
ころ／生涯学習センター　 ▼ 定員／
10人（申込順）　 ▼ 参加料／月千円
（別途教材費）　 ▼ 持ち物／筆記用具	

▼ 申し込み／８月15日㈪から、電話
で藤枝ふじみマジック（伊藤宅）へ
	 ☎641･1581

▼ 対象／小学校４年～６年生　 ▼ と 
き／９月～平成24年３月　 ▼ところ／ 
富士山こどもの国、市内清里　 ▼ 定 
員／ 30人（申込順）　 ▼参加料／３千	
円（全４回）　 ▼申し込み／８月15日
㈪から、ファクスでNPO法人夢づく
り21へ	 644･1207
問岡村宛	 ☎090･3938･7070

▼ 対象／看護職の資格を持ち、現在、
就職していない人　 ▼とき／９月７日
㈬～９日㈮午前９時～午後４時　 ▼と
ころ／焼津市立総合病院　 ▼内容／講
義、簡単な実技、最近の看護の動向、
基礎技術　 ▼ 定員／ 20人（申込順）	

▼ 参加料／無料　 ▼ 申し込み／８月
30日㈫までに、電話またはファクス・
Eメールで県ナースセンターへ
	 ☎202･1761　 202･1762
	 shizuoka@nurse-center.net
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点字の打ち方や読み方を学びます。

▼ とき／毎週月曜日午前10時～午後
３時　 ▼ところ／ふじえだボランティ	
アビューロー（文化センター内）　 ▼参 
加料／無料　 ▼申し込み／電話で幡谷
宅へ	 ☎644･8447

▼とき／10月２日㈰午後０時50分～	
４時20分　 ▼ ところ／生涯学習セン
ター　 ▼講師／榑

くれ

松
まつ

靖彦さん（県歌人	
協会副会長）　 ▼定員／45人（申込順）	

▼ 参加料／ 300円　 ▼ 申し込み／９
月10日㈯までに、短歌１首と80円
切手を貼付した封筒（住所・氏名を記

「まちかどファイル」
への掲載について
「まちかどファイル」
への掲載について
「まちかどファイル」
への掲載について

梨果ちゃんフェア
問農林課　内線453

とき／８月23日㈫
開場：午前９時20分
開会式：午前９時30分～
ところ／生涯学習センター
内容／梨・地場産品の販売、梨の
重さ当てクイズなど
※梨の販売は数量限定のため、９
時20分から整理券を配布しま
す。販売は、開会式終了後です。

藤里梨品評会審査員募集
対象／市内に住んでいるか、通勤・
通学していて、梨が大好きな人
とき／８月22日㈪午後２時～
ところ／生涯学習センター
定員／10人（抽選）
申し込み／８月12日㈮までに、直
接または電話で農林課へ

手ろくろ教室（全10回）
とき／
火曜日午前コース（午前10時～）
９月６日㈫～11月８日㈫

火曜日午後コース（午後１時30分～）
９月６日㈫～11月８日㈫

水曜日午後コース（午後１時30分～）
９月７日㈬～11月９日㈬

土曜日午後コース（午後１時30分～）
９月10日㈯～11月12日㈯

定員／各コース20人（抽選）
電動ろくろ教室（全10回）
とき／９月９日～11月11日の金曜日
午前コース…午前10時～正午
午後コース…午後１時～３時
定員／各コース15人（抽選）

受講料／各１万円（材料費別途）
申し込み／８月14日㈰～27日㈯に、往 

復ハガキに郵便番号・住所・氏名・電 
話番号・希望の教室とコースを記入
し、〒426‒0131市内瀬戸ノ谷1706‒1
陶芸センターへ

長寿の記念に「陶板づくり」に挑戦
　自作の短歌・俳
句・川柳など、好
きな言葉や絵を粘
土の板に描く「陶
板づくり」に挑戦
してみませんか。
とき／９月４日㈰
午前９時45分～11時45分

定員／20人（申込順）
参加料／850円
申し込み／８月16日㈫～９月３日㈯に、 
電話で陶芸センターへ

陶芸センターでの催し
問陶芸センター　☎639･0148

盆の精霊送りの供物などの臨時収集 問生活環境課　内線412

８月16日㈫午前８時までに
指定場所に出してください。

※供養を済ませた供物などは、必ず透明か半透明の袋
に入れて指定場所に出してください。竹などの長い
ものは、１メートル以内に切って束ねてください。

【指定場所】　※雨天でも行います。
高橋の袂・城南保育園前空き地・藤枝稚苗園芸東六間川左
岸・青池東側
青島地区
勝草橋上右岸・ふじみ台梅園入口・前島仲通弘法堂前・青
島第一自治会館前・青島東小通学路青木橋の袂・興福寺・
駅西公園南側入口・田沼中会館北側水路の堤・田沼南公会
堂・新南新屋団地１号棟橋の袂・青葉町南町内会館・青葉
町中公会堂・青南橋の東側・追分町内会館・内瀬戸公民館・
瀬戸公民館・三軒屋ふれあい会館・一里山公民館・駿河台
コミュニティーセンター
高洲地区
（旧）きもの熱愛会駐車場・切島第二ふれあい広場駐車場・
黒石川橋の袂・仁平公会堂北側黒石川堤・万太夫橋左岸
100メートル下・兵太夫下集会所・高洲第四自治会館・西
高橋右岸下流100メートル先地蔵前・外川原墓地・木屋川
橋の袂・杉本様宅前・与左衛門ふれあい広場東側
大洲地区
忠兵衛内藤様宅東側・弥左衛門萩原様宅前用水路橋の袂・
土瑞橋の袂・栃山川あぶみ橋の袂・大弥橋の袂・大井川河
川敷駐車場・大石良夫様宅南側１番水路の袂・大井川日清
紡排水先・五平公会堂・科研製薬南側大井川河川敷スポー
ツ広場駐車場
岡部地区
通常の燃やすごみ収集日に収集します。町内の燃やすごみ
集積所へ分別して出してください。

瀬戸谷地区
中山遊園地・瀬戸谷第一自治会館横・大出橋の袂

たもと

（右岸）・
中里元茶工場・峠公民館・市之瀬茶工場前・市之瀬橋の袂・
大久保沢橋の袂・大久保公民館・滝ノ谷多目的集会場・滝
口橋の袂・滝沢山鼻橋の袂・滝沢上バス停
稲葉地区
中山駐在所前・宮原公民館・助宗二番井取水場所下・丸新
茶工場・堀之内バス停北側堤防・谷稲葉会館・寺島会館・
若葉台公園燃やすごみ集積所
葉梨地区
西方第一老人憩いの家・西方第二町内会館・大沢寺冷蔵庫
前・元第三水防資材置場・上大沢バス停・下大沢不燃物集
積所・北方北部公民館・北方中部公民館・北方南部町内会
館・岩清水農道入口・白藤公園不燃物集積所・中ノ合町内
会館・葉梨公民館前・金沢園横不燃物集積所・上川公会堂・
花倉公会堂・上藪田公民館・下藪田橋の袂・サニーヒルズ
東浦公園集積所・中藪田町内会館・高田町内会館・時ヶ谷
町内会館・清里１不燃物集積所Ｂ・清里２不燃物集積所
広幡地区
横内橋上左岸・八幡橋上右岸・下当間公会堂・久保田公会
堂・水守町内会館駐車場・潮ふれあい広場・仮宿公会堂
藤枝地区
左車会館・五十海第三公園・市部公園・藤岡会館・長楽寺
公園・下伝馬会館・勝草橋左岸・金吹橋の袂・日切地蔵前
西益津地区
六間川橋の袂・西益津公民館・中央消防署横(瀬戸川)・西
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